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『教育活動アンケート』 
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平成２８年度 アンケート項目別集計結果 
 質  問  項  目 

生 徒 
肯定票 

保護者 
肯定票 

教職員
肯定票 

１ 生徒にとって、学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけられるような授業が行なわれている 72.5% 83.9%  72.1%  

２ 生徒にとって、挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行なわれている 86.6% 87.1%  69.8%  

３ 生徒にとって、進路目標の明確化に向けた適切な指導が行なわれている 81.3% 79.0%  90.7%  

４ 生徒にとって、教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている 77.9% 80.9%  95.3%  

５ 学校として、部活動は活発に行なわれている 89.8% 91.4%  79.1%  

６ 学校として、生徒会活動は行なわれている 86.7% 88.9%  81.4%  

７ 自分にとって、有意義な学校行事がある 80.4% 87.6%  93.0%  

８ 学校として、地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる 81.0% 83.6%  69.8%  

９ 生徒に対して、災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている 84.9% 87.1%  79.1%  

10 保護者に対して、学校便りなどによって、学校の情報は適切に伝えられている 86.1% 87.9%  74.4%  

11 校舎やグランドなどの施設や設備は整備されている 74.5% 79.0%  53.5%  

12 日頃から，いじめの実態把握や早期発見に取り組んでいる 72.2% 70.2%  88.4%  

13 自分にとって、学校生活は充実している 77.3% 87.3%  74.4%  

14 生徒として、本校と石巻専修大学の高大接続研究事業は期待感がある 58.6% 78.8%  53.5%  

 

平成２９年度 アンケート項目別集計結果 
 質  問  項  目 

生 徒 
肯定票 

保護者 
肯定票 

教職員
肯定票 

１ 生徒にとって、学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけられるような授業が行なわれている 70.4% 85.3%  84.8%  

２ 生徒にとって、挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行なわれている 85.6% 85.6%  69.6%  

３ 生徒にとって、進路目標の明確化に向けた適切な指導が行なわれている 84.1% 83.7%  82.6%  

４ 生徒にとって、教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができている 85.4% 86.3%  91.3%  

５ 学校として、部活動は活発に行なわれている 90.3% 87.1%  73.9%  

６ 学校として、生徒会活動は行なわれている 88.8% 84.7%  80.4%  

７ 自分にとって、有意義な学校行事がある 76.6% 89.2%  97.8%  

８ 学校として、地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる 76.3% 83.1%  69.6%  

９ 生徒に対して、災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている 85.4% 87.1%  91.3%  

10 保護者に対して、学校便りなどによって、学校の情報は適切に伝えられている 87.5% 84.7%  87.0%  

11 校舎やグランドなどの施設や設備は整備されている 74.7% 83.3%  56.5%  

12 日頃から，いじめの実態把握や早期発見に取り組んでいる 72.2% 66.2%  87.0%  

13 自分にとって、学校生活は充実している 77.1% 89.5%  73.9%  

14 生徒として、本校と石巻専修大学の高大接続研究事業は期待感がある 60.2% 75.8%  52.2%  

昨年度より％上昇 

アンケート調査分析結果 

 学校評価アンケートは，生徒・保護者・教員に対して，学習・進路・生徒指導・学校環境などの１４項

目に「そう思う」「大体そう思う」を肯定的な意見とし，「あまりそう思わない」「そう思わない」を否定

的な意見として分析しました。 

 

１．防災への意識 

 新たな脅威「Ｊアラート」という危機管理が発生し，生徒・保護者・教員が防災に対する心構えを今以
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上に必要とされています。今回のアンケート項目，災害・非常時の防災対策に対する意識は，生徒は８５．

４％は昨年度より０．５ポイント増えています。保護者８７．１％は昨年度同様の結果です。学校として

今後，いつ起こるかわからない災害に，防災訓練・学校緊急メールなど適切な避難対策・避難方法を確立

したいと思います。 

 

２．生徒・保護者・教員の学校へのアプローチ 

（１）質問項目から考察 

 さらに、アンケートを通して、生徒の肯定的な意見の中で，昨年度より上昇している質問項目は，１４

項目中８項目です。上昇した質問項目の中で，上位３項目は以下のとおり（生徒アンケート回答総数は，５２

７名分）でした。                                  昨年度より 

 ４.教員やカウンセラー必要な時に相談に応じてくれる体制ができている  ８５．４％（＋７．５ポイント） 

 ３.進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている         ８４．１％（＋２．８ポイント） 

6. 学校として、生徒会活動は行われている           ８８．８％（＋２．1ポイント） 

保護者（保護者アンケート回答総数は，３８１名分）に関しても，昨年を上回る肯定的な意見のパーセ

ントは、１４項目中６項目です。その中でも，項目 13．「自分にとって，学校生活は充実している」が８

９．５％を占める高い結果となり，昨年度より２．２ポイント上昇しました。また項目７「自分にとって、

有意義な学校行事がある」について，本校の学校行事に対して保護者も大切な学校の教育活動としての関

心を示しています。教員（教員アンケート回答総数は，４６名分）は，昨年を上回る肯定的な意見のパー

セントは、１４項目中５項目です。一番高い項目は，項目７「自分にとって、有意義な学校行事がある」

で，９７．８％です。今後も行事の内容や質について検討していきたい。 

（２）石巻専修大学との高大接続事業について 

 「生徒として、本校と石巻専修大学の高大接続研究事業は期待感がある」の項目，教員に関しては，こ

こ数年低い数値で推移しており，肯定的な意見が減少傾向にあります。今年度，生徒の受講数が７名です。

項目 14 の質問の主旨は，自分の進路に高大研究事業が関係あるかを問うものではありませんが，平成１

９年から実施している高大接続研究事業の在り方について石巻専修大学と話し合う機会を設け，肯定的な

意見の数値ポイントが下降した要因を探りたいと考えます。 
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（３）いじめについて 

「日頃から，いじめの実態把握や早期発見に取り組んでいる」項目に関して，保護者の肯定的な意見は

６６．2％，教員は８７％と両者の結果に大幅な乖離が見られます。生徒は昨年度同様ではあるが，保護

者の肯定的な意見がポイントを昨年度より下げています。「いじめ」はデリケートな問題でもあり広くア

ピールすることが難しい内容ですが，しっかりと対処し対応しなければならないことを再認識しました。

生徒の項目４．「教員やカウンセラー必要な時に相談に応じてくれる体制ができている」は昨年度より７．５ポイ

ント上げており，学校では「いじめ等総合対策委員会」や「スクールカウンセラーとの面談」において，

生徒の精神的な悩みに対応できる体制をさらに継続していきたいと考えています。 

全ての生徒，保護者の結果が６０％を超えており，生徒や保護者から良好な印象を持たせており，今後

は，７０％・７５％と上昇できるよう改善を重ねていきたい。 

 

３．これからの石商にあり方について 

東日本大震災からの復興について，地域の未来を高校生が考える「2017石巻市施策コンテスト」に桃生

町の農業を通してまちづくりを提案し，優秀賞を受賞しました。また，「第24回サンファン祭り」には商

業高校が開発した商品を販売し，祭りに貢献致しました。これからも石巻市には，高校生の若い行動力が

必要です。 

しかしながら，現在，石巻市及び近隣市町村から学区外への人口流出により，生徒の減少にさらに拍車

がかかり，本校もここ数年定員割れの状況が続き，新たな決意で学校改革に取り組んで行かなければなり

ません。そのため，５年後・１０年後の石商の存続・発展を見すえた抜本的な教育活動（計画）の新構想

体制の構築が，本校の責務となります。このような時こそ，本校では教職員の組織力を高め，より良い地

域や学校関係者のバックアップ体制を整備し，今回の貴重な意見である生徒・保護者・教員の学校評価を

生かして行く所存です。  
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学習活動について 

本校では，生徒の希望進路を実現するために次のような教育活動を実施しています。一年生では一般教

科と基礎・基本的な商業科目を学習します。商業科目においては，二年生から実施される進路に応じた類

型を選択するため，商業科目に関する発展的な学習を行っています。 

生徒の「学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている」という質問項目では，

平成20年度から，67％，61%，58％，59%，70.8%，78.5%，78.0%，78.1%，72.5%，今年が70.4%でした。 

 

質問№１．学ぶ意欲を引きだし，学力を身につけられるような授業が行われている。 
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生徒指導について 

生徒指導に関しては，生徒の学校生活を充実させるための要因として次の４項目が挙げられます。 

2.挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている 生徒85.6％ 保護者85.6％ 

5.部活動は活発に行われている。                   生徒90.3%  保護者87.1％ 

 6.生徒会活動は行なわれている。                   生徒88.8%  保護者84.7％ 

7.有意義な学校行事がある                      生徒76.6％ 保護者89.2％ 

 これらのことから，「5.部活動は活発に行われている」「6.生徒会活動は行なわれている」の項目より，

社会生活に必要な自主・自立の精神が形成され，また有意義な学校行事などが生徒の心身の育成を支えて

いる上で有効であることが分かりました。 

質問№13．学校生活は充実している。 
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進路指導について 

本校の進路指導部の調査によると、平成29年12月上旬現在の就職内定率は８５．５％となっています。

他の進路内訳としては，公務員が４名，四年制大学希望２９／合格２９名，短大希望７／合格５名，各種

専門・技専学校 希望５８／合格５３名であり，平成 29 年２月上旬全体の進路決定率は８９．２％とな

っています。 

質問№３．進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

よく当てはまる 

104 
20% 

だいたい当てはまる 

339 
64% 

あまり当てはまらない

71 
14% 

当てはまらない 

13 
2% 

生徒 

よく当てはまる 

64 
17% 

だいたい当てはまる 

255 
67% 

あまり当てはまらない 

58 
15% 

当てはまらない 

4 
1% 

保護者 



8 

学校評価 生徒保護者教員からの自由記述欄（主な意見・要約） 
 

生徒 

１年生 

・LHRをアンケートや講話以外にしてほしい。 

・自動販売機を体育館側にも欲しい。 

・石商祭での異装を認めてほしい。 

・授業中に奇声を発する人をもうちょっと厳しく怒ってほしい。 

 

２年生 

・応援練習は親から電話が来ても伝統だから続けた方が良いと思う。 

・授業が楽しくない。 

・文化祭のアトラクションはもっとやってほしかった。 

 

３年生 

・グラウンドの水はけの悪さをどうにかした方がいい。 

・学校行事への縛りが多すぎる。 

・生徒への縛りが多すぎる。 

・災害と非常時のメールが遅いのと，学校があるならメールしてほしい。 

・ソフトボール場のグラウンドをもう少し広くしてほしい。 

・暖房を早く着けて欲しい。教室が寒いので。 

・学校楽しいです。 

・机がガタガタすぎて姿勢が悪くなった。 

・今の学校生活はつまらない。 
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保護者 

１年生 

・知らない人でも，あいさつはきちんとする子供たちが多くてすごいなと思いました。 

・クラスの授業態度を再教育してください。 

・軟式野球部のグランドをソフトボール部にも使わせてほしいです。サッカー部の練習試合等でソフト部の練習が無くな

っているようなので，是非，お願いします。 

・もっと多くの資格取得を目指して勉強に取り組み，進学・就職が有利な進路になれるよう，カリキュラムを組んでもら

いたいです。 

・応援練習は，伝統であっても無くしていかなければならないと思います。 

・文化祭の一般公開に行きました。笑顔で元気に気持ちよく挨拶してくれました。 

・列車と自転車で通学しているため，休校や待機の連絡は早めに欲しい。 

・部活動での顧問の私的理由での休みが多いので，校外からの外部コーチも有りでは？経験者もいると思います。子供た

ちの部活への本気！！を感じて欲しい。 

・成績表が分かりづらいと思う。学習点が何点なのかが見えにくい為，子供たちも次へ活かしにくいと思う。 

・スマホの使用時間外での使用について･･･規則を破った者だけの自己責任ではダメなのだろうか？  

・文化祭について･･･学生時代の多感な時期，一生に一度しかない貴重な時間だと思います。クラスのみんなと色々学び，

何かに一生懸命打ち込むことが出来るのも，この学生生活の内だけだと思います。生徒の自主性を重んじ，自由な発想

のもと何の規制もなく，生徒主体にしたらいかがなものかと思う。 

・全校で参加できる行事がもう少しあったらもっと学校生活が楽しくなるのではないでしょうか。 

・学校の事がまだよく分かりません。 

・伝統を継承していくという所はとても良いと思う。思春期の子供たちを指導するという部分では難しい事も多々あると

思うが，指導者（先生方）がいない所での個々の態度にさらに目を向けて指導していただけると良いのではないでしょ

うか。 

・簿記等の科目は商業高校へ入り初めて学習するため，分かりやすく，各組共通のご指導をいただきたいです。 

 

２年生 

・娘が学校生活を充実したものにできているのは，日頃より先生方がご苦労を返りみず我が娘たちを教育していただいて

いるからです。これからも宜しくお願いいたします。 

・楽しい学校生活をありがとうございます。 

・J アラート，クロスカントリー（当日，雨でした）どちらも対応がとても遅いと感じました。電車通学が多いと思いま

す。電車の時間にメールを頂いても，こちらは対応出来かねる。 

・部活動の指導に力を入れて頂ければと思います。 

・部活に関わるお金の管理をもう少ししっかり見ていただきたいと思います。 

・質問した事に対し，「慣れれば分かる」と言われたと言っていた。根本が理解できず質問しているのに「慣れれは゛分か
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る」は，ちょっと違うと思う。 

・大体は楽しく学校に通えているようで勉強にも集中できているようなので安心はしています。体育祭などは，きまりが

増えすぎて楽しみが少しかけたようです。高校生活がよりよいものになるために，ご指導お願いいたします。 

・具体的な個々の進路についてのアドバイスをしていただけたらと願います。 

・最近，学校の悪い噂を耳にします。評判があまり良くありません。保護者としてとても心配です。 

・化粧，毛染の指導がゆるくありませんか？ 

 

３年生 

・文化祭の一般公開。体育館での催事，生徒の仮装等，子供たち，そして家族もとても楽しみにしていたので残念でした。 

・冷房が無いのに扇ぐなとか熱中症等になったら，責任を取ってくれるのか。矛盾している点が多々ある。 

・登下校時の自転車通学のマナーが悪すぎる。注意している先生の指導態度を見ているが，あれでは，甘いと思います。

赤信号なのに生徒を渡らせているのはどうかと思います。赤信号は止まれです。改善すべきだと思います。 

・応援練習は無駄だと思う。応援に力を入れる前に，スポーツに力を入れる方が先だと思う。体調が悪くなるまでやらせ

るなんて体罰と一緒だ。子供の体よりも伝統の方が大事なのか？ 

・交通マナーがなっていない。（特に自転車の通学マナーが悪い，自転車の乗り方が危ない。） 

・ルールが厳しいと思います。 

・最後の石商祭は，もっと生徒の自由にさせてほしかったです。他の高校などは，募金活動を行っているのに，商業だけ

は，本当に少ないと思います。商業だからこそ，もっと活発にやるべきかと。 

 

教師 

・石巻専修大学との高大接続研究事業は有名無実のように感じる。有効活用を協議・検討する必要があると思われる。 

・検定に合格するための学力を身につけるために，主要教科も力を入れることができるようにしたい。そのためには，カ

リキュラムの再考や少人数授業を商業科目以外にも取り入れる必要があると思う。 

・カウンセリングや特別支援の研修をもっと入れてほしい。 


